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〔ダンプ労働者・建設労働者等の労働条件改善にむけて〕   

   

   

 

   

 

  

       

 

  

 

  

  

 

   

    

      

 

  

 

 

    

 

  

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

八
面
六
臂
（
は
ち
め
ん
ろ
っ
ぴ
） 

運
送
会
社
で
働
い
て
未
だ
に
疑
問
な
の
は
、

通
信
販
売
の
「
送
料
無
料
は
運
賃
無
料
で
は
な

い
」
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い

か
？
と
い
う
こ
と
▼
う
ち
の
会
社
で
は
宅
配
業

務
は
な
い
の
だ
が
、
実
際
に
は
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ

と
無
料
で
の
荷
物
配
達
が
あ
る
の
が
厄
介
な
と

こ
ろ
だ
。
し
か
し
な
が
ら
「
送
料
無
料
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
配
送
の
た
め
に
は
運
賃
が
発
生
し

て
い
る
」
こ
と
は
な
に
か
の
形
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
▼
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
規
制
緩
和
と
他
業
種
参
入
で
運
賃

相
場
が
下
が
り
続
け
て
２
０
余
年
、
最
近
の
物

価
上
昇
に
合
わ
せ
た
訳
で
は
無
い
が
、
我
々
ト

ラ
ッ
ク
業
界
で
は
運
賃
の
見
直
し
、
い
や
値
上

げ
交
渉
が
実
際
に
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
▼
一
つ

の
要
因
は
最
低
賃
金
改
定
だ
。
荷
主
か
ら
払
わ

れ
た
運
賃
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
の
燃
料
代
・
整
備

代
・
会
社
の
利
益
、
そ
の
他
諸
々
を
引
い
た
場

合
の
運
転
手
の
給
料
は
秋
田
県
な
ら
時
給
８
５

３
円
以
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
、
そ
う

で
は
な
い
仕
事
が
実
際
に
存
在
し
て
る
と
い
う

こ
と
だ
。
▼
も
う
一
つ
は
働
き
方
改
革
だ
。
現

在
許
さ
れ
て
い
る
み
な
し
残
業
の
上
限
は
１
２

０
時
間
。
２
０
２
４
年
度
ま
で
に
８
０
時
間
ま

で
圧
縮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
分
１
ヶ

月
の
売
上
は
下
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
差
額
を

埋
め
る
べ
く
運
賃
値
上
げ
交
渉
を
す
る
必
要
が

あ
る
。
▼
そ
し
て
過
積
載
。
い
ま
で
は
だ
い
ぶ

少
な
く
な
っ
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク
の
違
法
改
造
や

荷
主
か
ら
の
強
要
が
あ
り
、
運
賃
的
に
は
ペ
イ

で
き
た
も
の
が
、
積
載
重
量
遵
守
に
よ
っ
て
赤

字
の
仕
事
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
▼
規
制
緩

和
と
他
業
者
参
加
の
影
響
で
ト
ラ
ッ
ク
は
増
え

た
の
に
仕
事
は
増
え
ず
、
仕
事
の
奪
い
合
い
で

運
賃
が
下
が
っ
た
ま
ま
２
０
年
余
。
そ
れ
が
い

ま
で
は
ト
ラ
ッ
ク
不
足
と
運
転
者
不
足
に
悩
ん

で
い
る
。
春
闘
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、

経
営
陣
・
事
業
所
と
一
緒
に
運
賃
値
上
げ
運
動

を
盛
り
上
げ
、
我
々
ト
ラ
ッ
ク
労
働
者
の
待
遇

改
善
の
た
め
団
結
す
る
必
要
が
あ
る
。 
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2023年春闘が始まりました。県本部が加盟する秋田県労連は、この時

期、すべての労働者の賃金が物価高を乗り越え、安心して生活できる水

準となるような大幅賃上げの実現、地域別最低賃金の引き上げ、全国一

律最賃の実現、中小企業支援の拡充を目指して、県内 25市町村すべての

自治体当局に要請するとともに、議会には首相あての意見書の採択を求

めて陳情を行っています。2 月 3 日は、秋田市、男鹿市、南秋田郡の自

治体に班を作って要請を行いました。県本部の田中書記長と鈴木書記次

長は、大潟村と八郎潟町に参加しました。以下は、八郎潟町議会の伊藤

議長のコメントを紹介します。 

「電気代の値上げにはとても危機感を覚える。春の田んぼに水を張るた

めポンプを使ってくみ上げているが電気代がバカにならない。国や町の

補助金で対応しているが今回も出るかわからない。若い頃は米価値上げ

のデモに参加した。日比谷公会堂から大蔵省に乗り込み、逮捕された人

も出るくらい激しかった」※当時、木材の組合にも加盟していたためか、

労働組合活動にはある程度理解を示されました。 

「①最低賃金時給 1,500 円、全国一律について…一昨年も意見書を上げ

た。前年度の 3 月に町の予算を決めるが、予算決定後から最賃審議会が

スタートし秋頃決定なのでやりづらい。むしろ審議会が行われていると

きに陳情されてはどうか。県ごとの格差はないほうが良いと思う。 

②中小企業支援について長年の悩みだが企業誘致がボトルネック。周辺

三町(八郎潟・井川・五城目)が連携して、いろんなところに要請などして

いる。このたび国会議員会館に町議会議員団が集まる催しに参加してき

たが、大臣が来ないで副大臣が挨拶して終わり拍子抜けだった。まず町

民の働き口の確保が優先だ。工場誘致に向けてがんばりたい」などと、

和やかに懇談しました。        （東京都上野の冬ぼたん↓） 

 

 

1月 28日～29日に、群馬県安中市で第 23回中央委員会が開か

れ、「賃金闘争の推進で物価高騰を乗り越えよう いまこそ建交労

の総力を発揮しよう」のスローガンと 2023年春闘方針を決定しま

した。（写真は、発言する東北ダンプ支部の渕柳委員長） 

以下は、角田中央執行委員長のあいさつ（要旨）です。 

「建交労として 2023年春闘では 2つのことを強調したいと思いま

す。一つ目は制度政策が今生きるということです。特にトラック部

会と学童部会は、政策の改定を行いました。現場での実態を踏まえ

たものであり、政策提言であると思います。2つの産業は共通項が

あります。両産業とも窮状に対する情報発信が増えていることで

す。トラック産業では建交労雑誌版の 1月・2月号で、座談会を掲

載しましたが、物流の在り方やドライバーの労働条件改善が社会全

体で着目されてきています。学童保育は昨年に引き続き、ケア労働

者として注目されてきています。保育という言葉はついていても乳

幼児保育と比べ、制度が貧弱すぎる問題を可視化させるチャンスで

す。必要な法規制や制度の拡充という制度政策を実現するために

は、現場でのたたかいを抜きには進みません。はじめの一歩は、職

場・地域で粘り強く、あきらめずに、実利獲得のため頑張りましょ

う。2つ目は、一人ひとりが参加できる行動を工夫していくことで

す。コロナ禍であっても、なんだったらできるか知恵を出し合い、 

考える。小さな行動でもまた 

うまくいかなかったことで

も情報を共有しあうことを

大事にしていきたいと思い

ます。『話し合えば勇気 集

まれば元気』こんなイメージ

をもって、建交労の仲間の皆

さん一人ひとりが、運動の主

人公になっていただきたい

と思います。」 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

   

  

   

  

 

 

 

  

 

   

  

 

 

 

  

   

  

  

マイナーな 

【前回の答え】 雪兎（ユキウサギ） 

 応募者 3名、正解者 3名でした。 

秋田ダンプ分会のゆきちゃん（57歳）に 1,000円の図書カー

ドを送ります。答えをハガキかファックス、メールで送ってくだ

さい。正解者の中から 1 名の方に 1,000 円の図書カードを贈り

ます。その際、住所・氏名・年齢（さしつかえなければ）・支部・分

会名を忘れずに書いてください。初めての方の投稿大歓迎。 

応募のしめ切り⇒2月 25日の消印まで有効。発表は次号で。 

ヒント→〇〇〇〇キ…見るのはいいけれど… 

余白に意見や組合への要望などを必ず書き添えてください。 

とく名、ペンネーム可。 

仲間の皆さん、ふるって応募を！ 
 

《あて先》〒010-0976 秋田市八橋南 1丁目 2番 29号 

               Fax.018-823-7751     

建交労秋田県本部「なかま」クイズ係 
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カギを解き、二重枠に入る文字

を並べてできる言葉は何ですか。 

【タテのカギ】 

①県会議員の略 ②洋服の――

を選ぶ ③さかだち ④１年で

一番昼が長い日 ⑥――せぬ出

来事 ⑧空白、余白 ⑪髪をすく

具 ⑬遊山の読み方 ⑭使いみ

ち ⑮後ろ――を指される 

【ヨコのカギ】①ショート――、チョコレート―― ③バラには―

―がある ⑤うわやく ⑦――アンドテイク ⑨ピンから――ま

で ⑩――は苦の種 ⑫めん――、うどんの―― ⑭――の魚が発

見され名が付けられた ⑯損も――もしない ⑰肌がきれいにな

る――の湯温泉 

 

2023年 2月 6日 
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ストップ軍事大国化 軍栄えて民貧しく 

5年で 43兆円 現行水準の 1.6倍超 
 岸田政権は異次元の大軍拡に乗り出した。国民の暮らしを支える予算より、軍事予算の財源確保を最優先に

する。ここで大軍拡を阻止しなければ「軍栄えて民貧しき国」になってしまう。 

 岸田政権が閣議決定した「安保 3文書」は、軍事費を 23年度から 5年で 43兆円とし、27年度にはＧＤＰ

比 2％にすると明記。22年度水準の 1.6倍超もの大軍拡である。ＧＤＰ比 2％の軍事費はＮＡＴＯ（北大西洋

条約機構）が 14 年に決めた基準で、トランプ前政権がＮＡＴＯ諸国に達成を急かしたが、大半の国は達成し

ていない。そもそも憲法 9条を持ち、歴代政権も「軍事大国にならない」と誓った日本が、軍事費ＧＤＰ比 2％

に倍増すること自体異常。 

 日本の軍事費は 21年でも世界 9位だが、2％になれば、米国、中国に次ぐ世界第 3位の軍事大国になる。 

暮らしを総攻撃 

 大軍拡のために暮らしへの総攻撃が始まる。「安保 3文書」のうちの「防衛力整備計画」は大軍拡で増える分

の財源として、歳出改革、決算剰余金の活用、防衛力強化資金の創設、増税などを明記。「歳出改革」となれば、

社会保障や文教費などのさらなる抑制・削減へとつながる。「決算剰余金の活用」では、補正予算の財源になっ

ていたのを軍事費に回す。だが、常に決算に余りが出るとは限らない。 

「防衛力強化資金」は今後の軍事費の財源として創設。23年度予算案では、 

コロナ対策積立金を含む特別会計の剰余金などから 3兆 3806億円を繰り入 

れた。コロナ感染拡大は続いているのに。さらに国債に手を出す。23年度予 

算案では隊舎や艦船などの経費に建設国債 4343億円をあてる。軍事費のた 

めの巨額の国債発行が侵略戦争につながった歴史の反省から、政府は軍事費 

に国債を使わないと明言してきたが、これを反故にする。 

 以上のように財源をかき集めても不足するうえ、一時的でしかない。結局、 

大増税と社会保障の切り捨てに行きつくのではないか。 

 12月に閣議決定した 23年度税制改革大綱では、軍拡のために 24年以降 

に法人税、所得税、たばこ税を増税し、27年度までに１兆円強を確保すると 

いう。それでもまだ 43兆円には 2.5兆円ほど足りない。しかもこの大軍拡は 

10年後まで続く。消費税増税の危険性は十分にある。 

去
年
か
ら
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
、

朝
、
昼
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
○
○

食
品
の
○
○
が
値
上
げ
し
ま
す
。
昨

年
の
〇
月
に
続
き
２
回
目
の
値
上
げ

で
す
。 

え
ー
！
ま
た
？
ま
た
値
上
げ
！
？

今
年
に
入
っ
て
も
、
４
月
か
ら
の
○

○
の
○
○
が
値
上
げ
す
る
予
定
で

す
。
っ
て
値
上
げ
の
ニ
ュ
ー
ス
、
い

ち
い
ち
報
道
し
な
く
て
も
い
い
よ
っ

て
思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？ 

 

秋
田
ダ
ン
プ
分
会 

 
 

 

ゆ
き
ち
ゃ
ん 

５
７
歳 

 

 

  
 

キ
シ
ダ
の
豆
ま
き 

 

国
会
審
議
は
、
コ
ソ
ッ
と 

 

大
軍
拡
は
、
ゴ
ソ
ッ
と 

 

大
増
税
は
、
コ
ソ
コ
ソ
ッ
と 

 

 

今
年
の
我
が
町
は
驚
く
ほ
ど
雪
が
少

な
い
。
雪
が
多
け
れ
ば
多
い
と
天
を
恨

み
、少
な
け
れ
ば
少
な
い
と
天
を
恨
む
。

天
気
の
神
様
も
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
な
あ
。 

２
月
の
冬
山
ど
う
な
る
の
か
と
空
を

見
上
げ
る
。
樹
氷
や
霧
氷
は
・
・
・
。 

１
０
年
ほ
ど
前
、
厳
冬
期
の
乳
頭
山

登
山
。
森
山
限
界
に
近
い
稜
線
近
く
の

雪
原
を
山
ス
キ
ー
で
登
っ
て
い
た
。
目

の
前
を
音
も
な
く
そ
し
て
風
の
よ
う
に

駆
け
る
兎
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

一
陣
の
風
が
吹
き
、
木
々
に
積
も
っ

た
雪
が
サ
ー
ッ
と
吹
雪
の
よ
う
に
視
界

を
ふ
さ
ぎ
、
兎
の
姿
は
雪
に
溶
け
る
よ

う
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。 

 

『
雪
原
や
追
憶
の
か
な
た
兎
跳
ぶ
』 

笹 

耕
市 

７
５
歳 

今
季
は
１
２
月
初
め
に
積
雪
を
観

測
。
降
り
始
め
は
早
い
し
大
雪
か

な
・
・
と
覚
悟
し
て
ま
し
た
が
、
年
末

年
始
は
穏
や
か
だ
っ
た
し
、
本
日
１

月
１
３
日
の
前
後
は
気
温
も
１
０
度

以
上
と
４
月
並
み
の
暖
か
さ
で
す
。 

異
常
気
象
が
当
た
り
前
の
様
な
昨

今
で
す
が
、
２
月
以
降
に
現
在
の
ツ

ケ
が
ま
わ
っ
て
来
な
い
様
に
、
神
様

お
願
い
し
ま
す
。 

 

秋
田
ダ
ン
プ
分
会 

 
 

 
 

 
 

佐
藤
正
樹 

６
０
歳 

 


